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対つ
い

な
る
も
の
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と

ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
、
仲
介
と
介
入
、
国

家
建
設
と
国
家
破
た
ん
、
対
話
と
武
器
、

正
義
と
安
定
、
部
族
社
会
と
近
代
化
、

無
人
機
攻
撃
と
民
主
化
支
援
、
人
道
援

助
と
空
爆
、
北
と
南
、
ス
ン
ナ
派
と
シ

ー
ア
派
、
金
持
ち
と
貧
乏
、
中
央
集
権

と
分
権
、
停
電
と
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
。

イ
エ
メ
ン
に
は
す
べ
て
が
あ
る
。
し
か

し
、
対
な
る
も
の
の
間
で
新
し
い
立
ち

位
置
を
み
つ
け
あ
ぐ
ね
て
い
る
。

●
三
つ
の
時
期
区
分

　

イ
エ
メ
ン
の
情
勢
は
複
雑
に
み
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
時
間
軸
に
沿
っ
て

整
理
す
る
と
実
は
簡
単
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

サ
ー
レ
ハ
大
統
領
が
署
名
し
た
退
陣
合

意
の
文
書
に
は
、
何
を
い
つ
ま
で
に
や

る
の
か
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
は
、
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
が

退
陣
し
て
か
ら
の
新
体
制
づ
く
り
は
、

二
年
三
カ
月
か
け
て
行
う
と
だ
け
覚
え

て
お
け
ば
足
り
る
。
同
大
統
領
が
合
意

文
書
に
サ
イ
ン
し
た
の
が
、
二
〇
一
一

年
一
一
月
二
三
日
だ
か
ら
、
こ
の
日
か

ら
始
ま
る
二
年
三
カ
月
の
新
体
制
づ
く

り
プ
ラ
ン
（
移
行
計
画
）
を
境
に
、
そ

の
前
の
時
期
と
後
の
時
期
と
に
三
分
割

で
き
る
。

　

こ
の
移
行
計
画
が
始
ま
る
ま
で
の
時

期
と
い
う
の
は
、反
体
制
デ
モ
が
発
生
・

拡
大
し
て
か
ら
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
が
退

陣
に
合
意
す
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。

そ
し
て
、
二
年
三
カ
月
の
移
行
計
画
を

は
さ
ん
で
、
こ
の
計
画
が
期
限
切
れ
を

迎
え
て
か
ら
現
在
ま
で
の
三
つ
め
の
期

間
に
入
る
。
日
付
で
い
う
と
、

二
〇
一
〇
年
末
か
ら
退
陣
合
意
の

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
三
日
ま
で
が
第

一
期
、
そ
こ
か
ら
二
年
三
カ
月
後
の

二
〇
一
四
年
二
月
ま
で
が
第
二
期
、
そ

し
て
第
三
期
は
そ
れ
以
降
か
ら
現
在
ま

で
と
な
る
。

　

二
〇
一
一
年
以
降
の
イ
エ
メ
ン
情
勢

を
三
つ
に
分
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

の
概
要
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
期
：
デ
モ
の
発
生
・
拡
大
か
ら
退

陣
合
意
ま
で
︒

　

二
〇
一
一
年
初
め
、
首
都
サ
ナ
ア
で

発
生
し
た
数
十
人
の
デ
モ
が
、
イ
エ
メ

ン
各
都
市
で
の
反
体
制
デ
モ
へ
と
拡
大

し
た
。
同
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

け
た
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
女
史
は
、

そ
の
先
導
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
こ
の

反
体
制
デ
モ
に
は
、
南
部
運
動
、
ホ
ー

シ
ー
派
、
野
党
連
合
が
加
わ
る
。
南
部

運
動
と
は
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
始
ま
る

旧
南
イ
エ
メ
ン
地
域
に
お
け
る
反
体
制

運
動
の
総
称
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
権

利
要
求
運
動
だ
が
、
こ
れ
に
政
府
の
厳

し
い
弾
圧
が
加
わ
る
こ
と
で
、
イ
エ
メ

ン
共
和
国
か
ら
の
分
離
独
立
の
運
動
へ

と
変
わ
っ
た
。
ホ
ー
シ
ー
派
は
、
サ
ウ

ジ
国
境
に
近
い
イ
エ
メ
ン
北
部
を
拠
点

と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
中
央
政
府

と
武
装
衝
突
を
繰
り
返
し
て
き
た
地
域

勢
力
で
あ
る
。
各
勢
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
現
状
変
更
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
な
が
ら
、
サ
ー
レ
ハ
退
陣
の
一
点
に

お
い
て
合
流
・
共
闘
し
た
。

　

こ
の
デ
モ
の
広
が
り
に
対
し
て
、
サ

ー
レ
ハ
大
統
領
は
、
新
た
な
政
治
改
革

案
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
治
安
組
織
な

ど
を
動
員
し
て
デ
モ
の
取
り
締
ま
り
に

あ
た
る
。
こ
の
取
り
締
ま
り
は
、
徐
々

に
暴
力
的
な
弾
圧
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
た
。
体
制
か
ら
の
離
反
者
も
相
次
ぎ
、

事
態
は
制
御
の
き
か
な
い
状
態
に
陥
っ

た
。
こ
の
隙
を
つ
い
て
、
ア
ル
＝
カ
ー

イ
ダ
系
の
テ
ロ
組
織
が
旧
南
イ
エ
メ
ン

地
域
で
勢
力
を
拡
大
し
た
。
サ
ー
レ
ハ

大
統
領
は
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸

国
）
に
仲
介
を
要
請
す
る
。
こ
れ
に
応

じ
て
、
湾
岸
諸
国
か
ら
提
案
さ
れ
た
も

の
が
、
い
く
つ
か
の
修
正
を
加
え
ら
れ

て
退
陣
合
意
文
書
に
な
っ
た
。
退
陣
合

意
が
「
Ｇ
Ｃ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と

呼
ば
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
結

局
、
法
的
な
責
任
を
問
わ
な
い
代
わ
り

に
サ
ー
レ
ハ
が
大
統
領
職
を
退
く
こ
と

で
合
意
が
成
立
し
、
二
〇
一
一
年
一
一

月
二
三
日
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
首
都

リ
ヤ
ド
で
署
名
式
が
行
わ
れ
た
。

第
二
期
：
二
年
三
カ
月
の
移
行
計
画

　

移
行
計
画
の
大
目
標
は
、
新
し
い
憲

法
を
制
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
政
治
体

イエメン
忘れ去られた

「アラブの春」の落とし子

川
嶋 

淳
司

希
望
と
絶
望
の
間は

ざ
ま

　
―「
イ
エ
メ
ン
の
春
」か
ら
停
戦
協
議
ま
で
―
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制
を
選
挙
を
通
じ
て
作
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
移
行
計
画
は
、
大
き
く
二
つ
の
段

階
に
分
か
れ
る
。第
一
段
階
は
署
名（
即

時
発
効
）
か
ら
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
の
後

継
と
な
る
大
統
領
が
就
任
す
る
ま
で
の

期
間
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
新
し
い
大

統
領
の
就
任
か
ら
の
二
年
間
で
あ
る
。

第
一
段
階
は
三
カ
月
と
締
め
切
り
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
二
年
三

カ
月
の
計
画
だ
。

　

第
一
段
階
は
、
合
意
署
名
か
ら
ハ
ー

デ
ィ
ー
副
大
統
領
が
選
挙
を
経
て
元
首

に
着
任
す
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
そ

の
間
、
与
野
党
が
半
分
ず
つ
閣
僚
ポ
ス

ト
を
分
け
合
う
連
立
内
閣
を
設
置
し
、

サ
ー
レ
ハ
大
統
領
の
法
的
責
任
の
免
除

を
議
会
で
可
決
す
る
。
退
陣
合
意
に
は
、

与
野
党
が
ハ
ー
デ
ィ
ー
副
大
統
領
を
唯

一
の
統
一
候
補
と
し
て
出
馬
さ
せ
る
と

い
う
規
定
が
あ
る
た
め
、
事
実
上
の
信

任
投
票
で
あ
っ
た
。

　

ハ
ー
デ
ィ
ー
新
大
統
領
の
就
任
か
ら

移
行
計
画
の
第
二
段
階
が
始
ま
る
。
い

よ
い
よ
新
し
い
憲
法
の
制
定
に
向
け
た

議
論
が
始
ま
る
。
具
体
的
に
は
、
国
民

対
話
会
議
と
呼
ば
れ
る
大
会
合
を
開
催

し
、
新
憲
法
の
骨
子
お
よ
び
国
内
の
政

治
問
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
合
意
を

形
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
話
し

合
っ
た
後
、
連
立
政
府
は
対
話
会
議
の

閉
会
後
か
ら
六
カ
月
以
内
に
憲
法
起
草

委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
は
設
置

か
ら
三
カ
月
以
内
に
新
憲
法
の
起
草
を

完
了
す
る
。
こ
の
改
憲
案
は
国
民
審
査

に
か
け
ら
れ
、
正
式
に
採
択
さ
れ
た
後
、

議
会
は
新
憲
法
に
基
づ
い
て
選
挙
法
案

を
提
出
す
る
。
こ
の
新
し
い
選
挙
制
度

の
も
と
で
総
選
挙
お
よ
び
大
統
領
選
挙

を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

国
会
議
員
は
選
挙
前
に
可
決
し
た
選
挙

法
の
再
審
議
を
行
う
。
新
た
な
大
統
領

の
任
命
を
も
っ
て
第
二
段
階
は
終
わ
り
、

移
行
計
画
も
終
了
す
る
。

　

こ
の
移
行
計
画
で
は
、
国
軍
と
治
安

部
隊
の
再
編
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
政

府
の
統
制
の
も
と
で
一
体
的
で
統
一
性

の
あ
る
国
軍
づ
く
り
が
目
標
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
と
親

類
縁
者
が
中
枢
を
占
め
て
い
た
構
造
を

改
め
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
に
サ
ー
レ

ハ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
割
れ
た
軍
部
を

再
統
一
す
る
と
い
う
難
題
だ
。

第
三
期
：
期
限
切
れ
、
延
長
、
ま
た
期

限
切
れ

　

二
年
三
カ
月
の
移
行
計
画
は
、

二
〇
一
四
年
二
月
に
終
わ
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
予
定
ど
お
り
に
進
ま

な
か
っ
た
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
の
二

年
間
の
任
期
が
切
れ
る
こ
ろ
、ま
だ「
国

民
対
話
会
議
」
が
閉
幕
し
よ
う
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
に
予
定

さ
れ
て
い
た
新
憲
法
の
起
草
、
憲
法
案

の
国
民
投
票
、
新
憲
法
に
基
づ
い

た
選
挙
法
の
整
備
、
そ
し
て
選
挙

の
実
施
、
こ
れ
ら
は
手
つ
か
ず
の

ま
ま
移
行
計
画
の
期
限
切
れ
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
予
定
し
て
い
た
作
業

を
向
こ
う
一
年
以
内
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
を
約
束
し
て
、
大
統
領
の

任
期
延
長
を
ハ
ー
デ
ィ
ー
政
権
は

決
定
し
た
。
こ
の
任
期
延
長
は
、

国
民
対
話
会
議
の
閉
幕
を
祝
う
雰

囲
気
の
な
か
、
同
会
議
の
成
果
文

書
と
一
体
で
発
表
さ
れ
た
。
任
期

が
切
れ
る
二
月
に
は
、
連
邦
制
国

家
へ
の
移
行
を
宣
言
し
た
。
移
行

プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
任
期
延
長
へ
の
理
解

を
得
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取

れ
る
。

　

し
か
し
、
移
行
政
権
へ
の
不
満
と
政

治
勢
力
の
要
求
が
噴
出
し
、
イ
エ
メ
ン

情
勢
は
混
乱
の
一
途
を
た
ど
る
。

二
〇
一
四
年
九
月
に
は
首
都
サ
ナ
ア
が

ホ
ー
シ
ー
派
に
占
拠
さ
れ
、
翌
年
一
月

に
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
が
彼
ら
の
襲

撃
を
受
け
て
辞
任
す
る
（
二
月
に
ハ
ー

デ
ィ
ー
は
辞
意
を
撤
回
）。
ち
ょ
う
ど

一
年
間
の
延
長
任
期
が
切
れ
る
時
期
で

あ
る
。
さ
ら
な
る
任
期
の
延
長
を
狙
う

移
行
政
権
と
、
暴
力
で
要
求
を
押
し
通

そ
う
と
す
る
ホ
ー
シ
ー
派
、
こ
れ
に
与

表１　2011 年以降の大まかな流れ

第一期 ～ 2011年 11月 23日
デモ発生から退陣合意まで

第二期 2011年 11月～ 2014年 2月
2年 3カ月の移行計画

第三期 2014年 2月～現在
延長、期限切れ内乱、軍事介入

（出所）筆者作成。

（出所）「アラビア半島の震源地イエメン」『中東研究』No.523、2015 年、32 ページ。

図１　ハーディー移行政権を支える政治的構図（2011 年）
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す
る
サ
ー
レ
ハ
元
大
統
領
支
持
者
と
い

う
構
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
変
は
、
国

外
か
ら
の
介
入
を
招
い
た
。
二
〇
一
五

年
三
月
か
ら
始
ま
る
対
イ
エ
メ
ン
軍
事

介
入
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
率
い

る
有
志
連
合
は
、
イ
エ
メ
ン
の
ハ
ー
デ

ィ
ー
大
統
領
の
要
請
に
基
づ
い
て
の
介

入
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

●
奇
跡
の
仲
介
か

　

二
〇
一
一
年
に
国
家
元
首
が
交
代
し

た
ア
ラ
ブ
諸
国
の
う
ち
、
イ
エ
メ
ン
は

合
意
に
よ
る
退
陣
と
い
う
形
を
と
っ
た
。

大
統
領
が
国
外
に
亡
命
し
た
チ
ュ
ニ
ジ

ア
、
本
人
が
不
在
の
ま
ま
国
軍
が
大
統

領
の
辞
任
を
宣
言
し
た
エ
ジ
プ
ト
、
内

戦
の
末
に
元
首
が
惨
殺
さ
れ
た
リ
ビ
ア

と
の
違
い
が
際
立
つ
。
武
器
が
蔓
延
し

て
い
る
最
貧
国
イ
エ
メ
ン
で
、
こ
の
よ

う
な
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。
こ
の
退
陣
合
意
が
、
地
域
諸

国
に
よ
る
仲
介
に
よ
り
成
立
し
た
と
こ

ろ
も
興
味
深
い
。

　

イ
エ
メ
ン
の
よ
う
な
個
人
支
配
の
色

彩
が
強
い
国
家
で
は
、
権
力
者
の
交
代

は
波
乱
含
み
と
い
う
の
が
パ
タ
ー
ン
だ
。

こ
の
手
の
体
制
が
動
揺
し
始
め
る
と
、

だ
い
た
い
暴
力
に
満
ち
た
展
開
に
な
り
、

権
力
者
は
強
制
的
に
力
づ
く
で
追
い
出

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の

個
人
支
配
的
な
体
制
と
い
う
の
は
、
民

主
化
し
に
く
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ

る
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
い
う
と
、
リ
ビ

ア
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
カ
ダ
フ
ィ
ー

大
佐
の
統
治
は
、
同
人
物
に
権
力
が
集

中
し
た
体
制
で
あ
る
。
そ
し
て
、
混
乱

の
末
、
同
大
佐
は
殺
さ
れ
た
。
民
主
化

も
ま
だ
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

　

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
下
の
イ
ラ

ク
も
個
人
支
配
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る

だ
ろ
う
。
同
大
統
領
も
や
は
り
処
刑
さ

れ
た
。
激
し
い
紛
争
状
態
を
生
み
、
民

主
化
へ
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

　

イ
エ
メ
ン
も
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
の
退

陣
を
め
ぐ
り
大
変
な
混
乱
を
招
い
た
し
、

現
時
点
で
民
主
化
し
た
と
は
決
し
て
い

え
な
い
。
二
〇
一
一
年
六
月
に
は
暗
殺

未
遂
に
遭
い
、
個
人
支
配
型
の
指
導
者

に
典
型
的
な
結
末
を
迎
え
る
一
歩
手
前

ま
で
い
っ
た
。

　

た
だ
結
果
的
に
、
サ
ー
レ
ハ
大
統
領

は
強
制
的
な
退
場
で
は
な
く
、
合
意
に

よ
り
退
陣
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
っ
て

無
事
で
あ
る
。
非
民
主
的
な
（
特
に
暴

力
的
な
弾
圧
を
行
っ
た
）
指
導
者
が
政

治
的
に
生
き
残
る
の
は
是
か
非
か
と
い

う
議
論
は
残
る
。
し
か
し
、
外
国
に
よ

る
仲
介
が
一
応
の
秩
序
だ
っ
た
政
権
交

代
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
れ
も
、
武
器
に

満
ち
た
最
貧
国
で
。
今
後
の
世
界
情
勢

と
向
き
合
う
う
え
で
、
イ
エ
メ
ン
の
政

権
交
代
か
ら
学
ぶ
価
値
は
こ
こ
に
あ
る

と
思
う
。
退
陣
合
意
を
し
た
時
点
で
現

在
の
よ
う
な
混
乱
状
態
が
運
命
づ
け
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
移

行
計
画
を
実
施
す
る
な
か
で
登
場
人
物

た
ち
が
個
々
に
意
思
決
定
を
し
て
、
あ

る
い
は
意
図
し
な
い
形
で
、
現
実
が
形

作
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
サ
ー
レ
ハ
退
陣

の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
二
〇
一
一
年
当
時
の
外
国

に
よ
る
仲
介
工
作
と
イ
エ
メ
ン
国
内
の

相
互
作
用
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
が
期

待
さ
れ
る
分
野
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ

こ
か
ら
紛
争
へ
の
仲
介
に
関
す
る
レ
ッ

ス
ン
を
導
く
の
は
、
そ
れ
ま
た
向
こ
う

の
作
業
だ
。

●
停
戦
と
仲
介
の
舞
台
裏

　

二
〇
一
五
年
三
月
に
空
爆
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
何
度
か
一
時
停
戦
が
宣
言
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
れ
も
完
全
に

履
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
こ
に
イ

エ
メ
ン
紛
争
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

初
め
て
の
停
戦
は
、
空
爆
が
始
ま
っ

て
二
カ
月
を
経
た
五
月
に
呼
び
か
け
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
湾
岸
協

力
会
議
が
パ
リ
で
宣
言
し
た
停
戦
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
強
い
意
向
が
働
い
た
。

イ
エ
メ
ン
で
の
停
戦
が
始
ま
っ
た
五
月

一
二
日
は
、
ケ
リ
ー
国
務
長
官
が
ロ
シ

ア
を
訪
問
し
た
日
に
あ
た
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
を
話
し
合
う
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
訪
問
に
先
立
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
ロ
シ
ア
を
非
難
し

な
が
ら
、
サ
ウ
ジ
の
対
イ
エ
メ
ン
介
入

を
支
持
す
る
ア
メ
リ
カ
を
ダ
ブ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
非
難
し
て
先
制
パ
ン
チ

を
放
っ
た
。
ケ
リ
ー
国
務
長
官
は
、
訪

露
の
前
、
リ
ヤ
ド
を
訪
問
し
て
停
戦
の

話
を
ま
と
め
パ
リ
で
発
表
し
た
。
こ
の

停
戦
は
数
時
間
も
も
た
な
か
っ
た
。

　

こ
の
五
日
間
の
停
戦
呼
び
か
け
が
明

け
た
翌
日
（
五
月
一
七
日
）、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
を
盟
主
と
す
る
湾
岸
協
力
会

議
は
イ
エ
メ
ン
仲
介
会
合
を
リ
ヤ
ド
で

主
催
し
た
。
開
会
式
に
国
連
事
務
総
長

が
送
っ
た
声
明
に
は
、
サ
ウ
ジ
と
の
距

離
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
声
明
は
国

連
特
使
が
代
読
し
た
。
声
明
の
冒
頭
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
を
称
賛
し
、
ホ
ス
ト
国
の
サ
ウ

ジ
に
は
声
明
中
つ
い
に
触
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
別
の
仲
介
会
合
の
開
催
を
国
連

は
同
声
明
で
宣
言
し
た
。
国
連
主
導
の

次
期
会
合
を「
前
提
条
件
な
し
」の「
公

正
で
中
立
的
な
偏
り
の
な
い
」
対
話
と

位
置
付
け
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
リ
ヤ
ド

で
の
会
合
に
水
を
差
し
た
。
同
声
明
で
、

停
戦
の
延
長
を
国
連
は
求
め
た
が
実
現

し
な
か
っ
た
。

08_11_特集_川嶋淳司.indd   10 2016/04/28   11:05



11 アジ研ワールド・トレンド No.248（2016. 6）

　

次
の
停
戦
の
機
会
は
、
国
連
が
六
月

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
し
た
和
平
会
合

だ
っ
た
。
こ
の
会
合
も
成
果
に
乏
し
く
、

実
効
性
の
あ
る
停
戦
の
合
意
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

七
月
に
入
る
と
新
た
な
停
戦
の
呼
び

か
け
が
再
び
国
連
か
ら
発
せ
ら
れ
た
。

七
月
一
〇
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
停
戦

で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
の
断
食
月
ラ
マ
ダ
ン
に
あ
た
る
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
破
壊
さ
れ
危
機
的
な
状

況
下
で
断
食
を
す
る
イ
エ
メ
ン
国
民
の

た
め
の
停
戦
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
も
ラ
マ
ダ
ン
の
機
を
と
ら
え
て

の
停
戦
に
支
持
を
表
明
し
た
。

　

奇
妙
な
の
は
、
断
食
月
は
六
月
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
停
戦
の
期
間

が
七
月
一
〇
日
か
ら
一
七
日
ま
で
な
の

は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
イ
ラ
ン
核

合
意
が
一
四
日
に
発
表
さ
れ
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ン
を
敵
視
す

る
サ
ウ
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
神
経
を
逆
な

で
さ
れ
る
日
だ
。
イ
エ
メ
ン
紛
争
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

事
前
に
停
戦
案
を
国
連
が
打
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
透
か
し
た
よ
う

に
、
イ
エ
メ
ン
の
ホ
ー
シ
ー
派
は
イ
ラ

ン
核
合
意
に
対
す
る
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
し
た
。
こ
の
停
戦
も
守
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
じ
七
月
、
今
度
は
サ
ウ
ジ
が
停
戦

を
発
表
し
た
。
二
五
日
の
二
三
時
五
九

分
か
ら
五
日
間
の
攻
撃
停
止
で
あ
る
。

こ
の
停
戦
で
空
爆
が
止
ん
だ
日
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
サ
ル
マ
ン
国
王
は
フ
ラ

ン
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
降
り
立
つ
。
コ

ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
知
ら
れ
る

地
中
海
沿
岸
地
方
で
あ
る
。
こ
の
日
か

ら
三
週
間
、
サ
ウ
ジ
国
王
は
約

一
〇
〇
〇
人
の
随
行
者
と
休
暇
を
楽
し

ん
だ
。
こ
の
一
行
を
迎
え
た
の
は
、
地

元
民
一
〇
万
人
の
反
対
請
願
書
で
あ
っ

た
。
サ
ウ
ジ
国
王
ら
の
滞
在
の
た
め
ビ

ー
チ
が
閉
鎖
さ
れ
、
厳
重
な
警
備
態
勢

が
敷
か
れ
た
。
ヴ
ァ
ロ
リ
ス
の
市
長
は

こ
れ
に
抗
議
し
て
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
に

抗
議
文
を
書
い
た
。
同
地
は
ピ
カ
ソ
の

名
画
「
戦
争
と
平
和
」
が
眠
る
街
と
し

て
知
ら
れ
る
。
サ
ウ
ジ
国
王
の
リ
ゾ
ー

ト
休
暇
と
イ
エ
メ
ン
停
戦
の
日
付
の
一

致
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
こ
の
訪
仏
に
先

立
つ
六
月
、
サ
ウ
ジ
と
フ
ラ
ン
ス
は
総

額
一
二
〇
億
ド
ル
の
投
資
や
売
買
契
約

を
交
わ
し
た
。

　

昨
年
一
二
月
、
今
度
は
イ
エ
メ
ン
の

ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
が
新
た
な
停
戦
を

宣
言
し
た
。
国
連
主
導
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

和
平
交
渉
が
始
ま
る
同
月
一
五
日
か
ら

の
停
戦
で
あ
る
。
同
大
統
領
の
要
請
を

受
け
る
形
で
、
有
志
連
合
の
攻
撃
停
止

を
サ
ウ
ジ
も
発
表
し
た
。
た
だ
、
同
時

に
サ
ウ
ジ
は
別
の
声
明
も
発
表
し
た
。

三
四
カ
国
か
ら
な
る
「
対
テ
ロ
戦
争
の

た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
軍
事
連
合
」

の
発
足
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
国
に
限

ら
ず
、
い
か
な
る
テ
ロ
組
織
と
も
対
峙

す
る
と
い
う
。
サ
ウ
ジ
は
ホ
ー
シ
ー
派

を
テ
ロ
組
織
に
指
定
し
て
い
る
。
和
平

会
合
に
と
も
な
う
一
時
停
戦
を
発
表
す

る
一
方
で
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
で
イ
エ

メ
ン
に
い
つ
で
も
軍
事
介
入
す
る
可
能

性
を
残
し
た
。

　

一
二
月
に
始
ま
っ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
和

平
交
渉
は
、
も
と
も
と
一
一
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
翌
月
に
持
ち
越
し
て

の
実
施
と
な
っ
た
。
一
一
月
と
一
二
月

は
国
連
が
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
す
る

と
期
待
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
安
保
理

の
議
長
国
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
持

ち
回
り
）
を
イ
ギ
リ
ス
が
一
一
月
、
続

い
て
ア
メ
リ
カ
が
一
二
月
に
務
め
る
か

ら
だ
。
一
一
月
頭
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
連

代
表
は
、
イ
エ
メ
ン
を
「
忘
れ
去
ら
れ

た
紛
争
」
と
呼
び
、
和
平
交
渉
の
再
開

に
本
腰
を
入
れ
る
と
話
し
た
。

二
〇
一
五
年
の
年
末
、
和
平
交
渉
の
実

現
に
む
け
て
強
力
な
働
き
か
け
が
イ
エ

メ
ン
政
治
勢
力
と
サ
ウ
ジ
に
か
け
ら
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、

一
二
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
交
渉
は
成
果
な

く
延
期
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
安
保
理
の

議
長
国
ポ
ス
ト
が
英
米
か
ら
離
れ
た

二
〇
一
六
年
一
月
二
日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
は
停
戦
の
取
り
や
め
を
宣
言
す
る
。

イ
エ
メ
ン
武
装
勢
力
に
よ
る
停
戦
違
反

が
理
由
で
あ
る
。
こ
の
声
明
は
さ
ほ
ど

注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
同

日
、
サ
ウ
ジ
当
局
が
シ
ー
ア
派
の
サ
ウ

ジ
人
指
導
者
ニ
ム
ル
師
を
含
む
四
七
名

を
処
刑
し
た
か
ら
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

の
注
目
は
こ
ち
ら
に
集
中
し
た
。

●
日
本
と
イ
エ
メ
ン

　

二
〇
一
一
年
、
日
本
と
イ
エ
メ
ン
は

と
も
に
自
国
民
を
祖
国
へ
緊
急
避
難
さ

せ
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
在
留
イ

エ
メ
ン
人
は
自
国
に
戻
り
、「
ア
ラ
ブ

の
春
」
に
よ
る
治
安
情
勢
の
悪
化
で
在

イ
エ
メ
ン
邦
人
は
帰
国
し
た
。

　

二
つ
の
国
家
は
再
び
交
差
し
て
い
る
。

　

空
爆
は
イ
エ
メ
ン
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
同
時
に
、
介
入
す

る
側
に
も
多
大
な
コ
ス
ト
を
強
い
て
い

る
。
こ
の
消
耗
戦
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

が
揺
ら
げ
ば
、
地
域
情
勢
と
石
油
市
場

は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
こ

の
難
問
に
日
本
は
挑
む
。
国
連
安
保
理

の
対
イ
エ
メ
ン
制
裁
委
員
会
で
議
長
国

を
務
め
て
い
る
の
は
、
日
本
に
ほ
か
な

ら
な
い
。 

（
三
月
五
日
脱
稿
）

（
か
わ
し
ま　

じ
ゅ
ん
じ
／
放
送
大
学

非
常
勤
講
師
）
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